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い
ぶ
す
き
農
協
花
き
部
会
協
議
会
は
２
月
21
日
、

指
宿
市
役
所
山
川
庁
舎
山
川
多
目
的
研
修
館
で
、
第

２
回
花
き
品
評
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ

ン
・
キ
ク
・
洋
花
の
３
部
門
に
分
か
れ
、
鹿
児
島
園

芸
花
市
場
を
は
じ
め
、
行
政
、
県
経
済
連
、
Ｊ
Ａ
が

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

審
査
員
長
で
あ
る
鹿
児
島
園
芸
花
市
場
の
柏
木
俊

明
常
務
は
、﹁
管
理
状
態
と
見
た
目
を
重
点
的
に
審
査

し
た
。
出
品
点
数
は
昨
年
と
比
べ
少
な
か
っ
た
が
、
洋
花
部
門
に
お
い
て

は
、
品
種
の
特
性
が
で
て
品
質
が
そ
ろ
っ
て
お
り
、
商
品
性
が
あ
っ
た
。﹂

と
講
評
し
ま
し
た
。

講
評
を
受
け
た
濵
田
竜
典
花
き
部
会
協
議
会
長
は
、﹁
全
国
で
も
有
数
の

一
大
生
産
地
と
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
な
る
技
術
の
向
上
を
図
り
、
品
評
会
で

部
会
員
同
士
の
意
識
を
高
め
合
い
な
が
ら
良
い
商
品
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き

た
い
。﹂
と
話
し
ま
し
た
。

審
査
結
果
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
部
門
：

・
金
賞　

永
谷
保
澄
（
品
種
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ア
）

・
銀
賞　

田
中　

司
（
品
種　

レ
ス
タ
ー
）

キ
ク
部
門
：

・
金
賞　

濵
田
和
行
（
品
種
エ
ル
ザ
）

洋
花
部
門
：

・
金
賞　

大
薗
将
士
（
品
目
ス
タ
ー
チ
ス
品
種
シ
ェ
ル
ピ
ン
ク
）

・
銀
賞　

新
留
朋
子
（
品
目
デ
ル
フ
ィ
ニ
ウ
ム
品
種
オ
ー
ロ
ラ
ブ
ル
ー
イ
ン
プ
）

い
ぶ
す
き
農
協
え
い
さ
つ
ま
い
も
専
門
部
は
２
月
、
青
果
用
サ
ツ
マ
イ
モ

品
種
べ
に
さ
つ
ま
の
﹁
え
い
も
ち
ゃ
ん
﹂
と
、
品
種
べ
に
は
る
か
の
﹁
え
い

太
く
ん
﹂
の
商
標
登
録
を
取
得
し
ま
し
た
。
同
部
会
で
は
、
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ

活
動
を
行
っ
て
お
り
、
特
に
﹁
べ
に
は
る
か
﹂
に
つ
い
て
は
、
一
昨
年
よ
り

﹁
え
い
太
く
ん
﹂
と
し
て
売
り
出
し
、
各
地
に
販
促
活
動
に
出
向
き
消
費
拡

大
に
努
め
て
い
ま
す
。
同
品
種
は
、
形
状
が
揃
っ
て
お
り
、
甘
み
が
非
常
に

強
い
の
が
特
徴
。
収
穫
後
40
日
貯
蔵
を
徹
底
し
、
出
荷
時
に
は
毎
月
１
回
の

糖
度
検
査
を
行
う
な

ど
、
糖
度
維
持
に
努

め
て
い
ま
す
。

今
後
の
活
動
に
つ

い
て
、
尾
曲
宰つ

か
さ

部

会
長
は
﹁
知
名
度

ア
ッ
プ
と
と
も
に
、

さ
ら
な
る
産
地
確
立

を
目
指
し
て
、
活

動
を
進
め
て
い
き
た

い
。﹂
と
意
欲
を
語

り
ま
し
た
。

い
ぶ
す
き
農
協
花
き
部
会
品
評
会
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「
え
い
太
く
ん
」
商
標
登
録
取
得

商標登録証を手にする尾曲部会長

会場では管理状態などを入念に審査入賞した作品
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南
九
州
市
の
冬
の
風
物
詩
「
干
し
大
根
」

購
買
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

Ｊ
Ａ
観
葉
植
物
部
会
は
２
月
12
日
か
ら
２
日
間
、﹁
い
ぶ
す
き
観
葉
フ
ェ

ア
２
０
１
３
春
﹂
を
指
宿
市
の
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
で
開
催
し
、
生
産
者
・
県

外
か
ら
の
市
場
関
係
者
・
行
政
・
Ｊ
Ａ
関
係
者
な
ど
約
１
１
０
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

下し
も
ぬ
り

温
湯
正
弘
部
会
長
は
﹁
こ
れ
だ
け
多
く
の
皆
様
に
参
加
し
て
頂
き
、
指

宿
に
対
す
る
市
場
の
期
待
の
大
き
さ
を
感
じ
る
。
生
産
者
・
行
政
な
ど
が
一

体
と
な
っ
て
盛
り
上
げ
て
行
き
た
い
。﹂
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
フ
ェ
ア
会
場

で
は
、
生
産
者
と
市
場
関
係
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
ー
ス
で
取
引
や
情
報
交
換

を
行
い
ま
し
た
。
観
葉
植
物

以
外
に
も
、
鹿
児
島
の
農
産

物
な
ど
の
販
売
も
行
わ
れ
、

賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

２
日
目
に
は
、
各
生
産
者

の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

鹿
児
島
県
と
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き

は
２
月
１
日
～
２
日
、﹁
博
多
阪

急
﹂
で
消
費
者
の
声
を
聴
き
、

産
地
と
し
て
販
売
戦
略
に
活
か

そ
う
と
消
費
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
し
た
。
初
日
は
、
Ｊ
Ａ

い
ぶ
す
き
の
農
産
物
（
そ
ら
ま

め
、
実
え
ん
ど
う
、
ス
ナ
ッ
プ

エ
ン
ド
ウ
、
さ
つ
ま
い
も
な

ど
）
を
よ
り
お
い
し
く
食
べ
て

も
ら
え
る
よ
う
生
産
者
に
よ
る

地
元
な
ら
で
は
の
調
理
法
を
紹

介
、
試
食
を
し
て
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
消
費
者
か
ら
は
﹁
色
あ
ざ
や
か
な
マ
メ
ご
は
ん
が

お
い
し
か
っ
た
。﹂﹁
生
産
者
の
方
と
直
接
話
が
で
き
て
良
か
っ
た
。﹂
な
ど

の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

２
日
目
は
﹁
博
多
阪
急
﹂
店
頭
で
の
生
産
者
に
よ
る
販
売
促
進
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
に
当
た
っ
た
県
南
薩
地
域
振
興
局
農
政
普
及
課
の
入

料
珠
美
技
術
主
査
は
﹁
素
材
を
活
か
し
た
調
理
法
を
広
め
て
行
き
、
春
の
食

材
と
し
て
Ｐ
Ｒ
を
図
っ
て
い
き
た
い
。﹂
と
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
得
た
課
題

を
含
め
今
後
の
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

「
い
ぶ
す
き
観
葉
フ
ェ
ア
２
０
１
３
春
」
開
催

福
岡
で
い
ぶ
す
き
の
ブ
ラ
ン
ド
品
目
を
Ｐ
Ｒ

さつまいもの調理法について説明する生産者

にぎわった会場内の様子

挨拶する下温湯部会長
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2
月
6
日
、
鹿
児
島
市

　

鹿
児
島
サ
ン
ロ
イ
ヤ
ル

ホ
テ
ル
に
て
、
平
成
24
年

度
鹿
児
島
市
園
芸･
茶
共

進
会
、
園
芸
功
労
者
、
優

秀
園
芸
生
産
者
集
団
表
彰

式
が
開
催
さ
れ
、
Ｊ
Ａ
い

ぶ
す
き
喜
入
野
菜
部
会
オ

ク
ラ
専
門
部
会
が
優
秀
園

芸
生
産
者
集
団
の
部
を
受

賞
し
ま
し
た
。

同
部
会
は
平
成
10
年
に

結
成
さ
れ
、
近
年
で
は
、

生
産
履
歴
記
帳
へ
の
取
り

組
み
を
徹
底
し
て
行
い
、

消
費
者
の
食
の
安
心
安
全

に
対
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
て
い
ま
す
。

関
係
機
関
と
一
体
と
な
っ
た
産
地
育
成
へ
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
平
成
22
年

に
は
、
共
販
額
１
億
円
を
突
破
す
る
な
ど
、
農
業
振
興
へ
大
き
く
寄
与
し
ま
し

た
。表

彰
式
に
は
、
同
部
会
の
部
会
長
上
篭
慶
利
氏
と
Ｊ
Ａ
職
員
が
出
席
し
、
上

篭
部
会
長
は
﹁
表
彰
し
て
い
た
だ
い
た
事
は
、
う
れ
し
く
思
う
。
今
後
も
安
心

安
全
な
農
産
物
の
生
産
に
努
め
た
い
。﹂
と
話
し
ま
し
た
。

鹿
児
島
県
・
指
宿

市
・
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
・

山
川
水
産
加
工
業
協
同

組
合
は
１
月
29
日
、
指

宿
市
で
キ
ャ
ン
プ
を
行

う
日
本
女
子
サ
ッ
カ
ー

リ
ー
グ
（
な
で
し
こ

リ
ー
グ
）
岡
山
湯
郷
ベ

ル
の
キ
ャ
ン
プ
合
同
激

励
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

指
宿
市
山
川
出
身
の

Ｇ
Ｋ
福
元
美
穂
選
手
が

所
属
す
る
岡
山
湯
郷
ベ

ル
は
、
１
月
29
日
か
ら

２
月
２
日
ま
で
、
鹿
児

島
県
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

キ
ャ
ン
プ
を
行
い
ま
し

た
。Ｊ

Ａ
は
、
そ
ら
ま
め

と
え
い
茶
を
、
他
団
体

は
鹿
児
島
県
特
産
の
黒
豚
・
カ
ン
パ
チ
・
フ
ル
ー
ツ
・
鹿
児
島
茶
・
鰹
節
を
贈

呈
し
ま
し
た
。

種
田
佳
織
監
督
は
﹁
素
晴
ら
し
い
環
境
の
中
で
、
良
い
結
果
が
出
せ
る
よ
う

に
、
し
っ
か
り
練
習
す
る
。﹂
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
喜
入
野
菜
部
会
オ
ク
ラ
専
門
部
会
が

優
秀
園
芸
生
産
者
集
団
の
部
を
受
賞
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岡
山
湯
郷
Ｂ
ｅ
ｌ
ｌ
ｅ
激
励
式

岡山湯郷Beｌｌe激励式

賞状を手にする上篭部会長（写真左端）
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いぶすき　営農の門出を励ます会

県
立
山
川
高
等
学
校
は
２
月
４

日
、
同
校
武
道
館
で
、
本
年
度
３
月

に
卒
業
し
、
農
業
関
連
へ
の
進
路
を

希
望
す
る
卒
業
予
定
者
６
名
に
対
し

﹁
営
農
の
門
出
を
励
ま
す
会
﹂
を
開

催
し
ま
し
た
。

生
徒
・
保
護
者
・
学
校
関
係
者
・

行
政
・
Ｊ
Ａ
な
ど
約
60
名
が
参
加

し
、
卒
業
予
定
者
の
門
出
を
祝
い
ま

し
た
。
６
名
は
そ
れ
ぞ
れ
抱
負
を
述

べ
、
県
農
業
大
学
校
農
学
部
野
菜
科

に
進
学
予
定
の
園
芸
工
学
・
農
業
経

済
科
３
年
、
迫
立
雄
平
君
は
﹁
高
校

で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、
夢
に
向

か
っ
て
頑
張
り
た
い
。﹂
と
力
強
く
決

意
を
語
り

ま
し
た
。

西
村
仁
Ｊ
Ａ
組
合
長
は
﹁
農
業
へ
の
道
を
進

む
こ
と
を
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
伝
統
あ

る
山
川
高
校
の
卒
業
生
と
し
て
、
地
域
を
支
え

る
人
物
に
な
っ
て
欲
し
い
。﹂
と
激
励
し
ま
し

た
。 山

川
高
等
学
校
「
営
農
の
門
出
を
励
ま
す
会
」
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Ｊ
Ａ
管
内
の
そ
ら
ま
め
は
11
月
下
旬
か
ら
収
穫
が
始
ま
り
、
12
月
か
ら
１

月
ま
で
低
温
・
日
照
不
足
に
よ
り
、
さ
や
の
肥
大
が
例
年
よ
り
遅
れ
て
い
ま

し
た
が
、
２
月
に
入
り
天
候
の
回
復
と
と
も
に
順
調
に
肥
大
。
例
年
並
み
に

３
月
中
旬
か
ら
出
荷
量
は
増

え
る
見
込
み
と
な
っ
て
お
り
、

農
家
は
出
荷
ピ
ー
ク
に
向
け

て
、
収
穫
、
摘
莢
作
業
な
ど

に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。
指
宿

市
山
川
地
区
の
農
家
、
西
山

重
夫
さ
ん
は
﹁
し
っ
か
り
手

入
れ
を
し
な
い
と
後
が
大
変

に
な
る
。﹂
と
話
し
、
入
念

に
作
業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
青
年
部
・
女
性
部
は
２
月
７

日
、
合
同
学
習
会
を
開
催
し
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
汗
を
流
し
ま
し
た
。

後
迫
孝
青
年
部
長
は
﹁
身
体
を
動

か
し
て
健
康
促
進
を
図
り
な
が
ら
、

親
睦
を
深
め
た
い
。﹂
と
挨
拶
、
プ

レ
イ
が
始
ま
る
と
真
剣
さ
が
伺
え
、

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
や
フ
ァ
イ
ン
プ
レ

イ
と
と
も
に
歓
声
が
上
が
る
な
ど
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
表
彰
式
も
行
わ
れ
、

指
宿
地
区
女
性
部
の
西
森
佐
恵
子
副

部
長
が
優
勝
し
ま
し
た
。

指
宿
市
開
聞
地
区
で
２
月
４
日

午
前
、
突
風
（
春
一
番
）
が
吹

き
、
出
荷
最
盛
期
を
迎
え
て
い
た

ス
ナ
ッ
プ
え
ん
ど
う
が
倒
れ
ま
し

た
。
Ｊ
Ａ
は
翌
日
か
ら
被
害
を
最

小
限
に
食
い
止
め
よ
う
と
、
職
員

約
30
名
が
農
家
の
圃
場
に
出
向
き
、

棚
を
起
こ
す
作
業
を
手
伝
い
ま
し

た
。
同
地
区
で
は
、
全
体
で
１
ヘ

ク
タ
ー
ル
以
上
の
ス
ナ
ッ
プ
え
ん

ど
う
が
倒
壊
し
、
畑
一
面
倒
伏
し

て
い
る
農
家
を
中
心
に
、
３
班
に

分
か
れ
て
職
員
を
動
員
し
、
復
旧

作
業
に
当
た
り
ま
し
た
。

そ
ら
ま
め
出
荷
ピ
ー
ク
迎
え
る

66

Ｊ
Ａ
青
年
部
・
女
性
部
合
同
学
習
会

入
れ
を
し
な
い
と
後
が
大
変

に
な
る
。﹂
と
話
し
、
入
念

に
作
業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

指
宿
地
区
女
性
部
の
西
森
佐
恵
子
副

部
長
が
優
勝
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
職
員
が
復
旧
応
援

いぶすき　そらまめ出荷ピークを迎えるＪＡ職員が復旧応援
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（
平
成
25
年
１
月
１
日
～

平
成
25
年
１
月
31
日
）

お
く
や
み（
敬
称
略
）

【
喜
入
】

仮　

屋　

マ
ツ
ヱ　

（
91
）

松　

原　

繁　

樹　

（
80
）

岩　

本　

サ
ツ
キ　

（
84
）

萩　

原　

浩　

子　

（
56
）

【
指
宿
】

中
川
路　

祥　

子　

（
61
）

豊　

留　

ト
シ
子　

（
84
）

徳　

元　

巳
之
助　

（
85
）

髙　

田　

サ
チ
子　

（
79
）

角　

田　

久　

雄　

（
70
）

上
髙
原　

フ
ヂ
子　

（
84
）

【
山
川
】

南　

迫　

フ
ミ
ヱ　

（
90
）

堀　

内　

和　

栄　

（
67
）

松　

永　

久　

彌　

（
89
）

田　

中　
　
　

和　

（
87
）

馬　

場　

ト　

ミ　

（
92
）

前　

田　

チ　

エ　

（
85
）

戸　

田　

繁　

雄　

（
98
）

川　

口　

鐡　

男　

（
82
）

折　

田　

キ
ク
エ　

（
92
）

谷　

迫　

イ　

セ　

（
107
）

福　

永　

ス
ズ
ヱ　

（
76
）

大　

山　

ツ
ヤ
子　

（
87
）

坂　

元　

富　

夫　

（
59
）

中　

村　

辰　

藏　

（
86
）

福　

里　

金
之
介　

（
96
）

【
開
聞
】

井　

上　

ヤ
ナ
ギ　

（
89
）

松　

澤　

盛　

男　

（
65
）

中　

野　

逸　

子　

（
81
）

下　

拂　

重　

信　

（
85
）

松　

元　

泰　

市　

（
95
）

加　

治　

ナ
ミ
エ　

（
99
）

東　
　
　

政　

則　

（
84
）

【
頴
娃
】

加
治
佐　

祐　

介　

（
22
）

淵　

田　

正　

則　

（
85
）

小　

田　

サ　

ミ　

（
85
）

室　

屋　

ム
ツ
子　

（
89
）

つ
つ
し
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

【
協
議
内
容
】

○　

役
員
報
酬
審
議
会
の
答
申
に
つ
い
て

○　

太
陽
光
発
電
に
伴
う
貸
出
案
件
に
つ
い
て

○　
鹿
児
島
県
信
連
へ
の
設
備
借
入
金
の
申
し
込
み
（
変
更
）
に
つ
い
て

○　

平
成
25
年
度
借
入
金
の
最
高
限
度
（
案
）
に
つ
い
て

○　

平
成
25
年
度
余
裕
金
運
用
方
針
（
案
）
に
つ
い
て

○　

平
成
24
年
度
末
決
算
に
お
け
る
減
損
損
失
処
理
（
案
）
に
つ
い
て

○　

配
送
セ
ン
タ
ー
構
想
に
伴
う
購
買
店
舗
の
見
直
し（
案
）に
つ
い
て

○　

組
織
再
編(

案)

に
つ
い
て

○　

平
成
25
年
度
要
員
計
画(

案)

に
つ
い
て

○　

平
成
25
年
度
事
業
計
画(

案)

に
つ
い
て

○　

平
成
25
年
度
固
定
資
産
取
得
計
画(

案)

に
つ
い
て

○　

農
業
協
同
組
合
経
理
規
程
の
一
部
改
正
（
案
）
に
つ
い
て

○　

第
３
回
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識
調
査
（
１
月
）
結
果
に
つ

い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○　

固
定
資
産
の
売
却
処
分
（
案
）
に
つ
い
て　
　
　

○　

そ
ら
豆
自
動
選
別
機
改
造
・
オ
ク
ラ
ユ
ニ
ッ
ト
撤
去
に
伴
う

固
定
資
産
取
得(

支
払
い)

に
つ
い
て

○　

平
成
25
年
度
肉
用
牛
組
織
的
導
入(

預
託)

頭
数
申
請
お
よ

び
肉
用
牛
特
約
勘
定
極
度
額
設
定
の
承
認(

案)

に
つ
い
て

○　

肥
育
素
牛
購
買
代
金
の
決
済
要
領
の
制
定(

案)

に
つ
い
て

○　

貸
出
金
の
貸
出
決
定
に
つ
い
て

○　

管
理
規
程
に
お
け
る
職
務
権
限
表
の
一
部
変
更
に
つ
い
て 

【
報
告
事
項
】

・
平
成
25
年
度
監
事
監
査
計
画
に
つ
い
て

・
平
成
25
年
度
内
部
監
査
計
画
書
に
つ
い
て

・
平
成
25
年
度
現
金
・
現
物
棚
卸
監
査
の
実
施
に
つ
い
て

・
平
成
24
年
度
書
類
監
査
の
実
施
に
つ
い
て

・
内
部
監
査
に
関
す
る
内
部
評
価
結
果
に
つ
い
て

・
自
主
検
査
実
施
状
況
に
つ
い
て

・
平
成
24
年
度
１
月
末
実
績
報
告
に
つ
い
て　
　
　

他

理
事
会
だ
よ
り

理
事
会
だ
よ
り

　

平
成
25
年
２
月
26
日
、
第
15
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
次
の

通
り
協
議
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

黎
明
短
歌
会
指
宿
支
部

一　
　

二
日
酔
い
お
も
し
ろ
夫
婦
の
裏
話
し
ご
と
仲
間
の
笑

い
を
さ
そ
う

柚
木
﨑　

イ
ツ
子

二　
　

立
春
を
待
た
ず
つ
く
し
は
つ
ん
つ
ん
と
立
ち
並
ぶ
ま
だ

春
に
は
遠
い
よ

吉　

田　

知
佐
子

三　
　

満
開
の
箱
崎
八
幡
宮
の
紅
梅
に
風
情
た
だ
よ
う
下
校

の
子
ら

上
西
園　

ふ
じ
え

四　
　

い
く
﨑
に
終
の
住
処
の
な
き
旅
世
生
つ
な
ぎ
ゆ
く
鶴

と
わ
た
く
し

吉　

永　

多
美
子

五　
　

親
の
真
似
し
つ
つ
育
む
イ
ル
カ
の
子
母
の
演
技
に
添

い
て
飛
び
跳
ね
る

吉　

元　

み
ど
り

六　
　

旅
立
ち
の
始
ま
る
出
水
の
ツ
ル
群
れ
は
明
日
に
備
え

て
睦
み
て
お
り
ぬ

吉　

元　

美
知
子

七　
　

古
里
の
浜
辺
に
沖
を
見
て
立
て
る
我
に
過
去
よ
り
波

は
寄
せ
く
る

片
野
田　

健　

一

八　

  

亡
き
友
の
辻
さ
ん
作
り
し
大
根
を
も
ら
い
て
ず
し
り

重
き
を
提
げ
る

片
野
田　

道　

子

九　
　

菜
の
花
と
え
ん
ど
う
の
花
か
ご
に
活
け
商
談
帰
り
の

嫁
が
持
ち
く
る

川　

畑　

信　

子

十　
　

肩
の
荷
を
お
ろ
し
て
歩
む
早
春
の
吹
く
潮
風
に
ス

カ
ー
フ
な
び
く

辰　

野　

千
鶴
子

十
一　

わ
が
魂
を
赤
く
燃
や
し
て
海
に
輝
る
大
隈
山
に
春
の

旭
日

外　

薗　
　
　

隆

二
月
歌
会
詠
草
（
自
由
歌
）

表紙の写真
　頴娃町では、にんじんの出荷がピークを迎えました。
ＪＡでは、2012年度産の計画を出荷数量2,900トン、販
売金額２億9,000万円と見込んでいます。当地区のにん
じんは臭みがなく、食べやすいのが特長であり、本年
度産は、形状・色も良く仕上がりは上出来との事です。

 

編
集
後
記

管
内
で
は
様
々
な
農
産

物
が
、
出
荷
ピ
ー
ク
を
迎

え
て
い
ま
す
。
た
ま
に

は
、
美
味
し
い
野
菜
を

使
っ
て
料
理
を
作
っ
て
見

よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
だ
寒
い
日
が
続
い
て

い
ま
す
が
、
体
調
に
気
を

つ
け
て
お
過
ご
し
下
さ

い
。
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